
1.　回答者について

大学教職員（会員大学） 12

大学教職員（会員大学外） 2

産業界（企業等）関係者 1

自治体関係者 0

その他（地域住民・学生） 0

2.　活動報告会参加のきっかけ（複数回答可）

活動に興味・関心があった 10

業務の必要性 6

最新情報を知りたかった 3

その他 0

3.　内容について

とても分かりやすかった 8

分かりやすかった 7

分かりにくかった 0

とても分かりにくかった 0

4.　活動報告会の満足度

満足 6

概ね満足 9

満足出来ない点があった 0

不満 0

2021年度　大阪府内地域連携プラットフォーム 活動報告会

（2021年10月25日開催）

参加者アンケート

　回答者　15名 / 参加者　36名　回収率　41.7％
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5.　活動報告会の開催曜日・時間帯について

適切であった 15

適切でなかった 0

その他 0

6．活動報告会の開催時間（長さ）について

適切であった 15

適切でなかった 0

その他 0

7．オンラインでの開催について

参加しやすかった 13

参集型の方が良かった 1

どちらともいえない 0

その他 1

8.　大阪府内地域連携プラットフォームに期待すること、求めること

・この３年で大阪府内の大学がまとまってきたと思います。これからももっとまとまっていくことを期待しています。

・大阪の大学に本プラットフォームの意義をさらに周知して、活用を促進できる取り組みが望まれます。

９.　本報告会全般についての意見、感想

・案ですが、京都、大阪、ひょうご神戸の3つのコンソーシアムで合同報告会(シンポジウム)を行ってみてはいかがでしょうか。

　他のコンソーシアムの取組を知ることができますし、京阪神で連携していこうという機運も生まれてくるように思います。

・プラットフォームの経緯や成り立ち、取組みや活動を、ビジュアル良くまとめていただき、大変分かり易かったです。そこに興味

があって参加する人には訴求力が高かったと思い、報告会の意義は高いです。なお、プラットフォームであることの意義をもう少し

説明にちりばめても良かったように思いました。「この取組みは「大学が集まって共同で」「自治体との連携によって」「大阪商工

会議所と作り上げたプログラムで」・・・」など、プラットフォームの枠組があることで実現できたものだ、というのが枕にあって

意識付けを行うのも良いかと思います（既に留意されていたのであれば聞きそびれです。）。

・ＰＦのイベント等も重なり、大変お忙しい時期であったかと思います。それにも関わらず、全てのパートで大変分かりやすいご説

明で、非常に充実した、満足度の高い報告会だったというのが本音です。大変お疲れ様でした。ありがとうございました。

その他：参加し易かったのは間違いないが、報告者とし

ては顔の見えない平原に話しかけ続けるのが苦痛だった

かもしれません。
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